
コロナ禍の中で           恩方同好会会長 藤森 力 
 
2 月 27 日(水)は恩方同好会の定例会だった。幹事が 11 名参加していたので臨時に幹
事会を開き、恩方同好会としてそれ以降 3月末までの全ての行事と、4月の恩方生きい
き大会の中止を決定した。3月中旬よりコロナウィルスは猛威を振るい 4月には緊急事
態宣言が出され 5月末まで続いている。 
 
退職してから、14 年間殆ど家に居た事のなかった私だが、それ以降家に缶詰となり、
生活は一変した。退屈な日々が予想されたので、仲間同士オンライン囲碁が出来ないか
模索していたところ、幹事の中にパソコンに長けた方が居て、「呼びかけの碁」という
サイトを見つけ、立ち上げて頂いた。 
 
23 名の恩方同好会会員が集まり、仲間同士無料
掲示板や、ラインで連絡を取り合って、お互い
自宅に居ながら囲碁を楽しめるなんて夢のよう
な話である。最初はリーグ戦などもやったが、
最近は毎週水曜日と日曜日に大会を行い。バー
チャルで大きなカップも授与される。スイス方
式で組み合わせ、普段打てない相手とも囲碁が
打て、30局までは棋譜の再現も出来る優れ物である。「呼びかけの碁」HPを検索する
と詳細がわかるので興味のある方は是非挑戦して欲しい。 
 
また個人的には若干の終活も行った。先ず思いつくのは断捨離である。と言ってもこれ
は大変な作業である、どこの家でも同じだとは思うが 50年の歴史は大量な不要品をう
む。写真、日記帳、書籍、衣類、その他諸々、他人様には全くの不要品でも、本人にと
っては思い出の宝庫である。やっとの思いで整理したつもりが半分は残ってしまう。そ
れでも子供達が残していったものも含めかなり整理されたようにも思う。 
 
また猫の額のような庭先で家庭菜園の作業をしている。キュウリは 6 本も植えれば二
人で 1ヶ月は楽しめるし、ミニトマトは 2，3本でかなり楽しめる。これまでは地域の
活動やボランティア、その他趣味中心の日常だった。黄金時代の中盤に若干ではあるけ
れども、家にも目が向いたと云う意味において、自粛を有効に活用できているのかもし
れない。                            (2020 年 7月) 


